
福島第一原子力発電所廃止措置に向けた地盤工学的新技術と人材育成に関する検討委員会（略称：廃炉

地盤工学委員会）の委員公募 

 

 

地盤工学は原子力事業の支援技術の一つとして，地下水流動予測や各種地盤改良工法等の技術を通じ

て被災した福島第一原子力発電所における諸課題の解決に寄与しているとともに，被災原子炉の廃止措

置に至る今後の過程でも，汚染水対策やデブリ取出し･放射性廃棄物処分において重要な役割を果たす

ことができると考えられます．一方で，地盤工学・土木工学の専門家・技術者で原子力工学分野に精通

している人材は少なく，廃止措置に貢献できる基本的技術を保有しているにもかかわらず，直接的な寄

与ができていないのが実情です．このような背景から，本年度，新たに文部科学省「英知を結集した原

子力科学技術・人材育成推進事業 廃止措置研究・人材育成等強化プログラム」に採択された『福島第

一原子力発電所構内環境評価・デブリ取出しから廃炉までを想定した地盤工学的新技術開発と人材育成

プログラム』（2015 年度～2019 年度）を遂行するにあたって，地盤工学会の日本全国に及ぶ広いネット

ワークを活用し，産官学の英知を結集するため，『福島第一原子力発電所廃止措置に向けた地盤工学的

新技術と人材育成に関する検討委員会（以降：廃炉地盤工学委員会）』を設立しました． 

廃炉地盤工学委員会では，中長期ロードマップに示された廃炉シナリオに対して，必要技術の抽出や

既存技術の適用性･応用等，地盤工学技術の位置づけを明確かつ具体化し，個別基盤研究の開発成果を

踏まえた，より実効性の高いと考えられる廃炉シナリオの構築を目指すほか，これらの技術を体系化し，

原子力分野の技術者と協働できる新しい地盤工学技術者の育成プログラム「廃炉地盤工学」を構築する

予定です． 

つきましては，現在の廃炉地盤工学委員会メンバーに加え，さらに情熱のある会員を募り活動の拡充

を図りたいと存じます．下記日程で新規委員を募集致しますので，なにとぞご理解の上，ご応募いただ

きますようお願い申し上げます． 

 

記 

募集期間：平成 28 年 1 月 29 日（金）～3 月 31 日（木） 

選考期間：平成 28 年 4 月 1 日（金）～5 月 31 日（火） 

応募資格：地盤工学会の個人会員であること（入会手続き中を含む）。 

応募方法：別紙に必要事項を記載の上，下記メールアドレスに，添付ファイルにてお送り下さい． 

 

申込み・問合わせ先 

 地盤工学会 「新設委員会委員公募」係 

  E-mail: chosaki@jiban.or.jp  TEL 03-3946-8673 

  

配布資料６



別紙 

(1) 氏名 

(2) 会員番号（入会手続き中の方は入会申し込み時の受付番号または申込日を記載） 

(3) 所属・役職 

(4) 生年月日 

(5) 連絡先住所，電話番号，FAX 番号，E-mail アドレス 

(6) 過去 5 年間の主な業績（論文発表など） 

(7) 本委員会におけるご自身の参加動機と活動予定の概要 


